
●項目 ●ねらい

①健康状態の維持・改善
健康・生活 ②生活のリズムや生活習慣の形成

③基本的生活スキルの獲得
●具体的な支援内容

健康状態の把握：
利用中における定期的な検温にて、体調観察を行い、体調不良時の把握を行う。
また、自らの体調について意識付けを行い、健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作りだすことを支援していく。

健康の増進：
集団活動において、ダンスや音楽療法、体操や散歩などの基礎運動を取り入れ、体力の維持および運動能力の向上を支援していく。
また、健康生活の基本となる体つくりを行う。

基本生活スキルの獲得：
個別活動の中で、整理整頓（片付け）の習慣をつけることができるよう支援する。
身の回りのものを整理して、必要な基本的技能を獲得できるよう支援していく。

構造化により生活環境を整える：
個別活動および集団活動等の中で、さまざまな遊びを通して全体の状況や流れを学習できるよう環境を整える支援を行う。
また、障がい特性に合わせ、タイミングや状況（全体像）を本人が理解できるよう『見える化』するなど、分かりやすく構造化する。
例：絵カードや写真などを用いる

5領域とのつながりを明確化した支援プログラムについて

【すまいるグループ】



●項目 ●ねらい

①姿勢と運動・動作の向上
運動・感覚 ②姿勢と運動・動作の補助的手段の活用

③保有する感覚の総合的な活用
●具体的な支援内容

姿勢と運動・動作の基本的技能の向上：
日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や、運動・動作の改善および習得、筋力の維持・強化を図ることができるよう支援する。
個別活動の中で、椅子や机を用いた支援において、正しい姿勢の習得を行う。

感覚の補助および代行手段の活用：
保有する感覚器官を用いて、状況を把握しやすいようにメガネや補聴器などの各種の補助機器を安全に効果的に活用できるよう支援を
行う。

保有する感覚の活用：
保有する視覚、聴覚、触覚などの感覚を十分に活用できるよう、遊具や器具を使った遊びなどを通して支援を行う。
また、縄跳びを使ったタイミングの感覚や平均台などを用いてバランスの感覚、ボールを使った体の動かし方や、強弱の力の感覚、
方向感覚の習得を支援していく。

遊びを通して、楽しく運動を行い、状況に合わせた（屋内・屋外・広さ・安全の確保）道具や方法を用いた支援を行う。

5領域とのつながりを明確化した支援プログラムについて

【すまいるグループ】



●項目 ●ねらい

①認知の発達と行動の習慣
認知・行動 ②空間・時間、数等の概念形成の習得

③対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得
●具体的な支援内容

感覚や認知の活用：
障がい特性に応じた、視覚、聴覚、触覚などの感覚を十分に活用して必要な情報を収集しやすいよう、色、音、絵や文字、道具を用いて、
認知機能の発達を促す支援を行う。

知覚から行動への認知過程の発達：
集団活動やグループ活動支援の中で、活動内容（環境）から情報を取得しやすいよう絵ガードやルール表を用いて「見える化」するなど
必要なメッセージを自ら選択し、行動につなげられるよう一連の認知過程の発達を支援する。

数量、大小、色等の習得：
数量の予測、大小の選択、色の認知など作品完成までの流れに関する行動や手掛かりとして活用できるよう、
折り紙や色画用紙を用いて千羽鶴などの制作を取り入れながら支援する。また、色積木などを用いて特性に合わせた支援を行う。

認知の偏りへの対応：
認知の特性を踏まえ、絵カードやスケジュール表などを用いて自分に入ってくる情報を適切に処理し、
自ら選択して安全に正しく行動できるよう支援し、認知の偏りなどひとりひとりの特性に配慮する。
また、おやつの提供や調理活動を通して、こだわりや偏食に対する支援を行う。

5領域とのつながりを明確化した支援プログラムについて

【すまいるグループ】



●項目 ●ねらい

① 言語の形成と活用 
言語・コミュニケーション ② 言語の受容及び表出

③ コミュニケーションの基礎的能力の向上
④ コミュニケーション手段の選択と活用

●具体的な支援内容

言語の形成と活用： 
集団活動の中で「子ども会議」などを行い、議題にそった発表の機会を設ける。
これにより具体的な体験や言葉の意味を結びつけるなどにより、体系的な言語の習得、自発的な発言を促す支援を行う。
また、自分の考えを伝えたり人の意見を聞き入れて相手の意図を理解するなど、人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得を目指す。

読み書き能力の向上のための支援：  
独自に作成した読み書きプリントを用いて読み書き能力の向上を促せるよう支援していく。
また、文字カードや歴史カルタなどの教材、知育玩具を用いてひとりひとりの能力に合った読みの向上を目指す支援を行う。

コミュニケーション機器（道具）の活用： 
集団活動やグループ活動の中で、糸電話や伝言ゲームなどの遊びを通して意思の伝達が円滑にできるよう支援を行う

5領域とのつながりを明確化した支援プログラムについて

【すまいるグループ】



●項目 ●ねらい

① 他者との関わり（人間関係）の形成
人間関係・社会性 ② 自己の理解と行動の調整

③ 仲間づくりと集団への参加
●具体的な支援内容

アタッチメントの形成：
話す、聞く、触れるなどのコミュニケーションを通して、人との関係を意識し、身近な人との関係を築き、
その信頼関係を基盤として、 周囲の人と安定した関係を形成するための支援を行う。

自己の理解とコントロールのための支援： 
職員は児童生徒の特性を理解し、ひとりひとりに合わせた声掛け支援、行動支援を行い、 自分の出来る事と出来ない事など
自分の行動の特徴を理解し、気持ちや感情の調整ができるように支援する。

集団への参加への支援：   
個別活動からグループ活動へ順に進め、ひとりひとりの状況や状態に合わせて集団活動への参加を促す。
また、受け入れる側（集団）の児童生徒に対して、相手の気持ちや状況などを理解するための話し合いや声掛け支援を行い、
安心して集団へ参加できるよう、また参加する方法の習得を支援する。

5領域とのつながりを明確化した支援プログラムについて

【すまいるグループ】



あそび・活動 ねらい・内容 発達支援５領域

・荷物整理 持ち物意識をつける。 ①健康・生活

・排泄 活動の流れを知り、見通しをもって ③認知・行動

・更衣 過ごす。 ⑤人間関係・社会性

自立に向けてできることを増やす

運動あそび 身体の使い方を知る。 ②運動・感覚

・平均台 可動域を広げる。 ③認知・行動

・なわとび ボディイメージをつける。 ⑤人間関係・社会性

・ボール遊び 体力をつける。

・水遊び 感覚の幅を広げる。

・コマあそび 手先の使い方を知る。

・けん玉

・外遊び

・地域散策（さんぽ）

・バランスボール

制作 手先の巧緻性を高める。 ②運動・感覚

・折り紙 目的をもって作る。 ③認知・行動

・ハサミ 出来上がったことへの達成感を感じる。 ④言語・コミュニケーション

・のり 完成したものを見せたい気持ちを育む。

・テープ 工程順序を知り、取り組める。

・絵具 道具の使い方を学ぶ。

・ひも通し 発想力を高める。

・塗り絵

・タイダイ染め

・粘土

・スライム

体験 見通しをもって行動する。 ①健康・生活

・ごっこ遊び 経験を通して、イメージを広げる。 ②運動・感覚

・買い物 自己選択の材料を増やす。 ④言語・コミュニケーション

・清掃活動 お金の使い方やルールを学ぶ。 ⑤人間関係・社会性

・食器あらい やり取りを経験する。

・誕生日会 生活に関わる体験をすることで、できること

・カラオケ を増やす。

余暇の過ごし方の選択肢を増やす。

5領域とのつながりを明確化した支援プログラムについて

活動内容の一例



言葉あそび 言葉を知る。 ②運動・感覚

・絵本　児童書 語彙力を増やす。 ④言語・コミュニケーション

・かるた 絵を見分ける。 ⑤人間関係・社会性

・ひらがなカード 知っていることと、言葉を結びつける。

・ビジョントレーニング コミュニケーションの幅を広げる。

・なぞなぞ 伝える力をつける。

理解力の幅を広げる。

調理活動 食に興味を持つ。 ①健康・生活

調理道具の使い方を学ぶ。 ③認知・行動

調理の仕方を知る。 ④言語・コミュニケーション

自分で作ったものを食べる喜びを味わう。 ⑤人間関係・社会性

衛生面を学ぶ。

食材に触れることで、興味を持つ。

準備・実施・片付けを計画し、見通しを

もって活動する。

集団遊び 共通のルールを知る。 ②運動・感覚

・鬼ごっこ 他者との関わりを持つ。 ④言語・コミュニケーション

・じゃんけん遊び ルールのある遊びを通して、社会性を身に ⑤人間関係・社会性

・しっぽ取り つける。

・転がしドッチ 譲り合う経験をする。

・トランプ 我慢の経験をする。

・ボードゲーム 人との関わりが楽しいものであることを

・ダンス 知る。

・音楽療法 公平性を学ぶ。

・ボウリング 負けた時の気持ちの切り替えを学ぶ。

思いやる気持ちを育む。

振り返り 写真を見て、自分・人・物が分かる。 ③認知・行動

・写真 自分が行った活動を思い出す。 ④言語・コミュニケーション

・制作物 場面と言葉をつなげる。 ⑤人間関係・社会性

・帰りの会 行った場所を確認することで、次回へつな

（良いこと見つけや げる。

   楽しかったこと 保護者へ伝えるツールとして活用する。

   を伝える）


